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A-1）専門領域：量子エレクトロニクス、非線形光学

A-2）研究課題

a）遠赤外超短パルスレーザー

b）紫外波長可変固体レーザー

c）非線形光学

d）青色半導体レーザー

e）超高速分光

A-3）研究活動の概要と主な成果

a）今までレーザーが存在していなかった遠赤外領域において，世界で初めて，強磁場を印加した半導体から，平均出力がサ

ブミリワットの遠赤外放射（テラヘルツ放射）を得ることに成功した。このテラヘルツ放射の偏光が，磁場によって大きく変化

することも発見した。また，昨年度にテラヘルツ放射の実験に用いた半導体非線形ミラーに磁場を印加することにより，テラ

ヘルツ放射の増強を実現した。この領域は分子物質のフォノンやエキシトンを直接励起できることができるため非常に重要

であるだけでなく，工業的応用においてもイメージングやセンシングなどの新たなる手法となるため，世界的にも大いに注目

されている。

b）紫外，および深紫外波長領域において，世界で初めて全固体，かつコンパクトな10mJクラスの出力を持つ波長可変紫外超

短パルスレーザーを実現した。この紫外，深紫外波長領域は様 な々分子物質の分子科学の研究，特にオゾン層問題の研究

や青色半導体レーザーの研究において必要不可欠と考えられる波長領域である。

c）半導体において，レーザー照射による遠赤外複素屈折率の変化を測定した。

d）青色で発光する窒化ガリウム系の半導体素子において精密な分光を行い，未解明の分野である発光メカニズムについて

様 な々知見を得た。窒化ガリウム系の半導体素子は，近年，青色半導体レーザー材料として急速に注目されてきている物質

である。青色半導体レーザーにおいては，室温連続発振青紫色レーザーダイオードの寿命が１万時間を超えて製品化が間

近になっているにもかかわらずその発振機構の解明には至っておらず，原点に戻って，InGaN系発光ダイオードの発光機構

について，研究を進める予定である。

e）a)で述べたような強力な遠赤外放射光を用いて，様 な々分子物質の超高速過渡分光を行う。現在，半導体において，エキシ

トンの準位に共鳴するテラヘルツ放射により，強制的にエキシトンを解離させる実験を準備中である。
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猿倉信彦

Ultrafast Phenomena プログラム委員 (1997-).

レーザー学会編集委員 (1997-).

応用物理学会プログラム委員 (1997-).

科学技術庁委員 (1995).

通産省電子技術総合研究所客員研究員 (1994).

小豆畑敬

日本物理学会フォノン物性分科世話人 (1996-1997).

C) 研究活動の課題と展望

遠赤外超短パルスレーザーにおいては，その実用という点において，ミリワット級のアベレージパワーを持つテラヘルツ放射

光源の開発が課題となる。これは現在のエミッターの放射強度から考えても，より強い磁場を印加することやデバイス構造を

工夫することによって実現できる。この光源を用いれば，今まで非常に難しいとされていたテラヘルツ領域の時間分解分光

も容易に行えるようになる。また，新たなテラヘルツ光源として，有機物結晶や磁性半導体にも探索の範囲を広げる方針であ

る。深紫外波長可変全固体レーザーにおいては大出力化と短波長化が当面の課題である。大出力化は励起配置や増幅光

学系に特殊構造をもたせることによって大きな進歩が見込まれ，短波長化は新たなるレーザー結晶を用いることにより具現

化できる。従って，200nmより短波長での大出力深紫外波長可変全固体レーザーの実用化は，比較的早期に達成し得ると

見積もられる。


